
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

143,000

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-030102-003-01-03-0

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

印刷製本費

特　記　事　項

H17：150人、H18：144人、H19：162人、H20：163人

金　額 特　記　事　項細　節

１７４

細　節 金　額

97,650
福祉タクシー利用券印刷

1,902,840
福祉タクシー券助成　2,912枚

細　節 金　額

印刷製本費 142,800

計
画

重度心身障害者がタクシーを利用する際、初乗り料金を助成する。
対象者には、申請に基づき利用者証および福祉タクシー券を交付する。
タクシー事業者とは、あらかじめ協定を締結しておく。

実
績

指　標 目　標　値 達　成　値

福祉タクシー券交付者数（単位：人）
[1人12カ月60枚交付]

160

事務事業名 福祉タクシー事業費

担当部課 住民生活部　健康福祉課
担　当 社会福祉担当

サブリーダー 阿久津節子

・本年度は174人に福祉タクシー券を交付し、2,912枚の利用があった。

・22年1月の福祉タクシー券交付者へのアンケートの結果(回収率73％）、｢福祉タクシー利用者の
60％の方が通院、8％の方が買物・日常生活」である。福祉タクシー券交付者のデマンド交通利
用状況は「18％の方が利用し、利用目的の85％の方が通院」となっている。また、デマンド交通の
利用開始後の福祉タクシー利用頻度は、「利用が減少したが40％、変わらないが45％、増加した
が10％」であった。

どのような成果が現れます（現れました）か？

自家用車の運転および公共交通機関の利用が困難な重度心身障害者等の外出を支援することに
より、社会参加の促進と自立が図られる。

・重度心身障がいを有する方々へ、通院や買物など必要な外出を支援することができた。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

印刷製本費

扶助費 1,801,270 扶助費扶助費 1,750,0002 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

流用額

決　算

財
　
源

0

1,944,070

地方債

計　画 実　績 特　記　事　項

補正予算額 0

1,893,000

2,000,490

0

その他の特定財源

計

差引（一般財源）

2,000,490

2,046,000

受益者負担金

153,000

国庫支出金

県支出金

1,944,070

予算現額

決算額

予
　
算

当初予算額

2,000,490

1,893,000

1,902,840
福祉タクシー券助成　2,912枚

扶助費 1,801,270 扶助費扶助費 1,750,000




